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例

1.本書は,高速自動車国道北陸自動車道 (上市工事区)建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.本書に収録したのは,富山県中新川郡上市町に所在する以下の七遺跡である。

神田遺跡 (神田字山王29他 ), 正印新遺跡 (下経田 114～ 118他 ),下経団遺跡 (下経田53・ 54,中小泉27～ 29

他),中小泉遺跡 (中小泉30～ 33),飯坂遺跡 (飯坂 5,7～ 10),江上A遺跡 (江上 237～ 239),江上 B遺跡

(江上91～94),東江上遺跡 (東江上96の 1他 )

3.調査は, 日本道路公団 (新潟建設局)の委託を受け,文化庁 。富山県教育委員会の指導・協力を得て,上市町教

育委員会が主催した。なお,調査の実施にあたっては,富山県埋蔵文化財センターの職員の派遣を受けた。

4.調査参加者は,下記のとおりである。各遺跡の調査担当者は,別表に記した。

橋本 正 。岸本雅敏 。狩野 睦・山本正敏・神保孝造・酒井重洋・宮田進―・久々忠義・橋本正春・斉藤 隆・舟

崎久雄 (調査担当者),井戸川義邦・広島丈志・稲垣博子 (調査事務担当者),松井英司・長岡靖之・松井和幸・

贄 元洋・北野博司 。三好博喜・山村郁郎・臼田裕二・中村久枝・佐々木美津子・松井芳香・荒引一美 (調査補

助員 )

5.調査期間中,次の諸機関の協力を得た。記して感謝の意を表する。

日本道路公団新潟建設局,同富山工事事務所,富 山県教育委員会,富 山県埋蔵文化財センター,林建設Kす K.,日

産建設K.K,五洋建設KK,岩 崎建設K.K,福 田組K.K,麻柄建設K.K,上市町神田地区,下経田地区,中小泉地

区,江土地区,東江土地区,森尻地区

6.本書は,調査担当者が編集・執筆を行い,執筆分担は,下記のとおりである。なお,本書作成にあたって,富 山

県埋蔵文化財センターの職員の協力を得た。

IoH岸本雅敏,Ⅲ -1宮 圏進一,Ⅲ -2橋本正春,m-3酒 井重洋,Ⅲ -4狩野 睦,Ⅲ -5岸本雅敏 ,Ⅲ -6

久々忠義,Ⅲ -7宮田進一 ,Ⅲ -8岸本雅敏,Ⅳ橋本 正

7.本書表題の道路名称は,引 用の煩雑さを避けるため,略称を用いている。

8.報告書は,遺構編,土器・石器編 ,木製品・総括編の二部作として編集する計画である。本書は,第一分冊遺構

編にあたる。

9.航空写真及び航空測量は,ア ジア航測KK.に 委託した。航空測量を実施 した遺跡は,神田遺跡・中小泉遺跡 。江

上A遺跡 。江上B遺跡である。

10。 遺構には,遺跡ごとに一連の通し番号を付した。その番号の前に, SA:築地・塀 。柵,SB:建 物, SD:濤 ,

SE:井戸,SI:住 居,SK:土 城・穴,SX:そ の他,の分類記号を併記した。この分類記号は,『平城宮発

掘調査報告 H』 「付章 遺跡遺物の分類標示方法」〔奈文研1962〕 に拠る。

11 調査期間中から遺物整理にとりかかっている今も,多 くの諸機関・諸氏の指導と助言を受けており,それは,今

後も続 くはずである。従って,その点に関する記述は,総括編において行 うのが適当であると考え,今回は割愛した。

別表 調査の概要

連爆 跡 名 (旧仮称 ) 所  在  地 調 査 期 間 発 掘 面 積 調査担当者

神 田(HG05)遺 跡 上市町神 田 1979・ 6・ 25～ 1979,7・ 27(延 22日 ) 糸9 3,000m2 義
春

忠
正

々
本

久
橋

正印新(H G06-No l)遺 跡 上市町正印新 1979。 6・ 27～ 1979,9,6(え三41日 ) れ

' 3,000コ

Υ 酒井 重洋
神保 孝士

下経田(H G06-Nα  2)遺 跡 上市町下経田 1979■ 7・ 10～ 1979,9。 13(延 32日 ) *り  3,500m2 敏

一

雅
進

本
田

岸
宮

中小泉(H G06-No 3)遺 跡 上市町中小泉 1979・ 7・ 30～ 1979。 12・ 15(延 50日 ) 率1 6,000m2 狩野  睦

飯 坂(H G06-No 4・ 5)遺跡 上市町飯 坂 1979,9・ 6～ 1979。 12・ 28(延 60日 ) 糸t 6,500コば
駁

一

糧
推

不

田

江上 A(H G06-No 6)遺 跡 上市町江 上 1979,8・ 2～ 1979。 11・ 10(廻 :40日 ) 推, 3,000■F 酒井
久々

洋
義

重
忠

江上 B(H G06-No 7)遺 跡 上市町江 上 1979,7,16～ 1979,11・ 10(延 70日 ) 糸9 7,000m2 日
本

宮
椿

進一
T悲

束江上(H G07)遺 跡 上市町東江上 1979・ 5。 16～ 1979,7・ 10(延 41日 ) 糸, 4,000珀ド 岸 不  堆 政
宣 田  推 一

(註)昭和53年度に実施した試掘調査については,別途刊行した報告書 〔狩野,橋本1979〕 を, また昭和54年 度分の
試掘調査の概要は,〔岸本1980a・ b〕 ・〔宮田1980a・ b)を 参照。
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位 置 と環 境

立山連峰に源を発する上市川は,西の常願寺川,東の早月川との間をぬって富山湾に注いでいる。上市町は,富 山

市の東方約10kmに 位置 し,こ の上市川が形成 した扇状地 を占めている。本書で取 りあげた遺跡の多くは,こ の扇状地

の扇端近 くに形成された沖積平野中の微高地上に立地する (第 1図 )。 上市川に接 してその左岸に広がる上市市街の

北西にあたり,遺跡は,南の神田から北の東江上に至る南北約 3 km間 に点在している。遺跡の平均標高は15mである。

このうち神田遺跡のみは,上市川の西の谷か ら流れ出た小河川,白岩川 と栃津川に換まれている。

これらの遺跡は,正印新・下経田 。中小泉・飯坂遺跡の四遺跡 ,江上A・ 同 B遺跡の二遺跡が互いに隣接して存在し,

南端の神田遺跡,北端の東江上遺跡 もやや離れているとはいえ,上記の諸遺跡とは至近距離の位置にある。 これ ら一

連の遺跡は,弥生時代 (後期 )と 中世の二つの時代に中心をもつ遺跡群 を形成 している。

周辺に目を向けると,扇頂部の段丘上には,眼 目新丸山遺跡・極楽寺遺跡など先土器・純文時代の著名な遺跡が数

多く分布 している。一方,江上 A遺跡などの遺跡群の周囲には,遺跡がほとんど知 られておらず,空白に近い状況で

ある。これは,こ の地域に遺跡が存在 しないことを意味するものではな く,逆に,土中深 く埋蔵されたままの未発見

遺跡が少なくないことを表わしているといえよう。本書で取 りあげた遺跡群の発見は,こ のことを如実に示 している。

(岸本雅敏 )

碇                 1:50,000
き竜

H溜陥帯■‐‐
',岸――一―____翌留二___上三二と単正三二Iと__型喝

第 1図 遺 跡 の 位 置

1.東江上追跡 2 江上B遺跡

7.正印新遺跡 8 神田遺跡

‐．吼
，金

3.江上A追跡

9 若宮B遺跡

4.飯坂遺跡 5,中小泉追跡 6.下経団追跡
10 者宮A追跡 11 辻坂の上遺跡
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II 調 査 の 経 過

1.調 査の契機

北陸自動車道の富山市・朝日町間のルー トが日本道路公団から発表されたのは,昭和48年 3月 のことであった。富

山県教育委員会では この道路敷予定地内の遺跡の状況を把握するために,そ の年の秋と翌年の春の二期にわたって

遺跡分布調査を行い,多 くの遺跡を新たに発見している。その結果は,別途刊行された報告書 〔橋本1974〕 のとおり

である。上市町域に限っていえば,略称 H G05。 06・ 07の二遺跡がこの調査で発見されたものである。わずか三遺跡

とはいえ,そ の内H G06遺跡は,全長 1.8kmに も及ぶ大遺跡であると推定されていた。

2.予 備調査

富山県教育委員会は,分布調査で確認した遺跡の措置をめ ぐって,日 本道路公団と協議を重ねていたが,富 山以東

の工事開始に先だち,ま ず立山町・上市町域の遺跡範囲・内容の確認を目的とした試掘調査を行うこととした。この

調査は,昭和51年から断続的に行ってきたが,上市町のH G06遺 跡の調査が実施されたのは,工事着工を間近にひか

えた昭和53年 8月 から10月 のことである。この調査は翌年 4月 にも継続して行われ,H G05,07遺 跡も相ついで対象

となった。予備調査によってH G06遺跡は,そ の推定範囲内に大小七遺跡として存在することが判明した。H G06-

No l～ No 7と 仮称 した正印新遺跡以下,下経田 。中小泉・飯坂・江上 A・ 同 Bの 諸遺跡がそれである 〔狩野・

橋本1979,岸本1980a・ b〕 。なお,各遺跡の旧略称 と正式名称との関係は,別表 1に示したとおりである。

3.記 録保存調査

予備調査の結果をふまえ,富山県教育委員会・上市町教育委員会 。日本道路公団の三者で協議を重ね,上市町域の

遺跡の発掘調査は, 日本道路公団の委託を受けて上市町教育委員会が行うことになった。

発掘調査は,昭和54年 4月 に予備調査を完了したのち, 5月 16日 から東江上遺跡に着手し,調査員・作業員を順次

増員しながら計八遺跡の調査を込行 した (第 2図 )。 すべての調査を完了したのは,歳の瀬もおしせまった12月 28日 で

あった。

入遺跡の総発掘面積は,約 36,000m2に も及び,調査の実施にあたって富山県埋蔵文化財センターから調査担当者(最

大時で 8名 )の派遣を受けた。                                 (岸 本雅敏 )

遺 跡 54年 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月  1 11月 12月

神  田 追 跡
囲
固
Ｎ

正 印 新 遺 跡

下 経 田 追 跡 :課

中 小 泉 遺 跡

飯  坂 追 跡
瑚

江 上 A追 跡 隠
江 上 B追 跡

1

東 江 上 追 跡
1苺:Ξ:

「::::ffff“ :

蠅 試掘調査

::::± 1表土・遺物包合層発掘

第 2図 調査進行図

鵡欝麟 遺構検出

:14::■ 写真撮影 。航空写真測量 。実測
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III 構

1。 下経田遺跡

A 層  序

地表から80cm下 の地山7層 (淡責褐色砂層)ま で,七層に分かれる。上から,表土層 (1層 ),灰褐色土層 (2層 ),

黒色粘質土層 (3層 ),淡黄褐色砂層 (4層 ),灰色粘質土層 (5層 ),黒色粘質土層(6層 )である。 3層 は,黒色粘質土

層 (3a層 )と やや褐色がかった黒色粘質土層 (3b層 )に分かれ ,層厚は,30cmで ある。昭和53年度試掘調査 〔狩

野他1979〕 で出上した板組み遺構及び珠洲は,3a層 ,上師器は, 3b層 より出上している。 4層は,遺跡の中央部

には,見 られない。4層 は,20cmの厚さで,試掘で出土した縄文土器の包含層にあたる。地山は,北西方向に傾斜を持つ。

そこで,試掘の成果をうけて,第 1文化面,第 2文化面ごとに,遺構の検出を行った。 1・ 2層 は,ユンボによる

排土を行い, 3層 からは入力で掘 り下げたが遺構は,検出できなかった。また,上記の板組み遺構は,機械 による掘

り過ぎのため,消失した。さらに, 4・ 5層 を掘 り下げ,第 2文化面の遺構の検出を行ったが,穴以外の遺構は検出

できなかった。

B 遺  構 (図版40)

穴三個を検出した。 S K01・ 02か ら,ト チの実及び自然木を検出したが, S K03の覆土は,無遺物層であった。SK

01は,長軸80cm× 短軸70cmの 楕円形で,深さ25cmである。 S K02は ,65cm× 60cmの ほぼ円形で,深さ10cm,s K03は ,

55cm× 50cmの ほぼ円形で,深さ13cmで ある。これらの穴は, 自然の窪みに木の実が入ったものであろうと考える。

C 出土遺物

遺物には,縄文時代後期の上器,古式上師器,土 師質土器,珠洲がある。遺物自体に,川 の運搬等による摩減痕が見

られず,遠地から流れ込んで堆積したものとは考え難い。しかし,それらに伴う遺構は,確認できなかった。

(宮日進― )
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2.神 田遺跡

A 層  序 (第 4図 )

神田遺跡の層位は, 1層耕作土約20cm, 2層 灰色粘質土約15cm, 3層 黄白色砂質土 (遺構検出面)である。発掘区

の南西部では, 3層 が褐色砂礫層となる。遺構検出面は,ほぼ平坦であるが,西側が少し高 くなる。

B 遺   構 (図版 2～ 6,表 1)

検出した遺構は,掘立柱建物・柵・井戸・濤・穴他で中世に属し,発掘区中央部に集中する (図版 2)。

掘立柱建物は,二十棟検出し,すべてが総柱構造の建物である (以下建物とする)。 建物の規模では, 2× 1問 (S

B002)か ら5× 4間 (S B006・ 009)ま でのものがあり, 2× 2間 と4× 4間の建物が各々五棟みられた。各建物の

桁 。梁行の全長は,完数尺 (1尺30cm)を用いており,七尺から四十四尺のものが存在する。特に十六尺を使う建物

が多く,十棟の建物にみられた。 S B005・ 014は ,正方形の建物で,桁 。梁行ともに十六尺である。柱間寸法は,七

から十尺を多用し,四尺 (S B018)・ 六尺 (S B017)例 もある。桁・梁行の各柱間を等尺とする建物が八棟あり,特

に2× 2間の建物に顕著である。中央部の柱間が,側 より広い建物が八棟ある。その狭い柱間寸法を持つ側 1間分を

廂 (塀 )と すれば,一ないし三面廂付建物となる可能性がある。ここでは建物に含めておく。建物の方位は,N―が

～7° 一Eと N-9° ～11° 一Eの二群に大別できる。前者には十七棟が属し,う ち南北棟は十二棟である。後者には三棟が

属し,発掘区西側に集中している。建物は,東 。西 。中央の二群に分かれ,中央建物群をはさむ配置をとる。中央建

物群は十棟の建物が集中し,数回の建て替えを行っている。中央建物群は,さ らに北 。南・中央の三グループに分け

られ,大半の遺構の新旧 (時間的)関係がつかめた。しかし,各群どうしの関係は不明である。東・西建物群では ,

同位置で重複する建物があるが,柱穴は重複しない。柱穴の柱根部分が ,空洞となっていたものが数例みられた。こ
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れは,柱根が近年まで遺存し,そ の後,自 然消滅したことを示す。長棟の建物が三棟あり,他は短棟 (4× 3間 など)

の建物に属す。短棟のうち,二棟は方棟である。

柵は,十五列検出し,大半が建物に伴う。柵を建物に含め,建物側柱列とする見方もあるが,柱間寸法のちがい,

建物側柱列との位置関係,柱穴規模の比較の三点を基に柵を決定した。最長の柵は, S A054で 五十一尺を測 り,SB

006に 伴うとみられる。最小の柵は S A052・ 062で ,八尺である。前者は,S B004に 伴い発掘区西方ヘイ申びると思わ

れる。後者は,S B020に 伴うS A0631こ 直交し, S K105に 接する。各柱間は,建物 と同よう完数尺を使 う。

滞は,九本検出した。うち五本は,中央建物群の桁 。梁行に平行し,他の四本は東と中央建物群 との間にある。こ

れらの濤は,比較的小規模 (幅 5～ 30cm・ 深さ約 5 cm)と いえ,し かも一直線に伸びることから,建物の雨落ち濤の

可能性を持つ。S D121と S D122,S D125と S D126,S D 127と S D128は ,互いに直角連結すると考えられる。

確実な丼戸は,一基のみでS B005に 接して検出された (図版 6の 1, 図版36の 1)。 井戸 S E081は ,砂礫層を円形

(直径約2.5m)に 掘 り込み,中程から下方を方形 (内径 1× 0,9m)と する。木製の井戸枠を井桁に組んだと考えら

れる。底面から珠洲が出土した。 S K102・ 105は ,井戸の可能4生 をもつ。前者は,S E081と 同ようの形状を呈し,砂

礫層まで掘 り込む。

S K103は ,中央建物群の南西にあり,楕円形 (長 さ5m×幅 4m× 深さ0,9m)の穴である (図版 6の 3,図版36

の 2)。 底・壁面は,鉄分が沈着して赤褐色を呈する。覆土内から鉄滓を検出した。また,周 囲から鉄滓 。お、いご羽口

が出上しており,小鍛治に関係する遺構 と思われる。他に珠洲小壷・大萎破片が出土している。

建物の在 り方をまとめておく。個々の建物は,完数尺を用い,総柱の各柱列を計画的に配して建てている。梁行 2

間以上の建物の多くは,住居と考えれる。大規模 (3X3間以上)な建物は,中央と東側建物群に集中し,廂付建物

の可能性を持つものが多い。建物は,すべて東偏し,中央部では各建物の中軸線 (南北棟は梁行 。東西棟は桁行を二

等分した線)がほぼ同位置にみられる。時間的前後関係 と方位を組み合わせ,建物を重複しないように配すると,一

時期に三棟程度が六期に渡って存在したと想定できる。同一時期の各建物は,地割に従って配置されたと考える。こ

れは,建物が計画的に建てられたことと,大規模建物の側柱列あるいは付属柵列が互いに平行・直交することから推

定される。これらから,建物は群構成を持ち続けながら,同位置で長期に渡り建て続けられたといえ,公的性格を持

つ建物群 と考えたい。

なお ,S B002・ 003・ 004は ,別群を構成すると考えている。井戸一基と,それに類するもの二基が存在するが,不

明な点が分いため,建物との関係はつかんでいない。

C 出土遺物 (図版36の 1・ 6)

遺物は,奈良・平安時代に属する須恵器 ,中世に属する珠洲・土師質土器・磁器・石器,近世に属する瀬戸などが

ある。建物群には,中世の遺物が伴い,珠洲の編年 〔吉岡1976〕 によれば,第 I期 に中心を持つ。第Ⅲ期に属する資

料もあるが,建物に伴うかは不明である。また,須恵器,瀬戸は建物に伴わない。磁器は,珠洲第 I期 に伴い,中 国

製のものもある。立山町若宮B遺跡 〔狩野他1981〕 出上の珠洲大簑 と接合する資料 (S K103・ S E081出 土)がある。

(橋本正春 )

註 1 廂付建物と考えられるのは ,S B 003(束 ),S B 006(東 ・西),S B011(西 ),S B012(東 。西),S B013(北 ),S B 016(東・西・北 )

S B019(西 。北・南),S B 020(東 ・西・南)の入棟である。これらは,中 央部より二尺以上狭い側を持つものである。

註2 中央建物群北では,S K102‐ S B006→ S B 008‐ S B 009→ S D 121・ 122の順 (新→旧)で古 くなる。この他に S B 009→ S D 126・

125と S B 009→ S Xl12の関係が判ったが,溝 と穴との関係は不明である。中央では,S B 010→ S B011→ S D123→ S B013→ S B012
→ S Xl13の順で古 くなる。南では,S B015→ S B014の順で古 くなる。しかし,北 。中央・南建物群の関係と束・中央 。西建物群の

関係は,不明である。

誰 3 ここでは,総柱建物はすべて倉庫と考えず ,住居例もあると考えた。倉庫が二十棟集中していたとは考えなかった。

註4 橋本正氏の教示による。建物群が ,計画的に建てられた建物だとすれば ,一村落の民家と考えるより,上位の人々に属する建物と

考えられ,役所・武家屋敷などを想定している。地割に従って建物を配した例 として,福井県一乗谷朝倉氏遺跡〔朝倉氏遺跡調査研究

所1976〕 などでみられる。時代は異なるが ,本遺跡の性格を知るうえでの手がかりになると考えられる。

-5下



3.正 印新遺跡

A 層  序

遺跡地は,上市川に由来する砂・粘質土・粘土が複雑に重なりあって堆積し,遺跡内各地′点

の層序は一様でない。 1・ 2層 は耕作上で,新旧の二面が認められる地点もある。

3層 は,暗黒褐色砂層。 4層は,褐色砂層で遺跡内に広 く分布する4a層 と,暗黒褐色粘土層

で遺跡内に部分的に堆積する4b層 に分けられる。

5層 は,遺跡全体に 5～ 10cmの厚さで堆積する砂層で,色調は,暗黒褐色を呈する。 5層 は,

弥生時代後期・古墳時代前期の遺物包含層で,遺物の出土は遺跡東側に多く,西側にゆくにつ

れて少量となる。

6層 は,4a層 と似た褐色砂層でほぼ遺跡全体に広がる。遺構は, 6層上面・ 7層上面で確認

できるものが多い。

7層 は,細かい砂粒を含む青色粘質上で厚さ10～ 20cmの 堆積がある。中・近世の遺構は, 3

～ 5層 で検出され,遺構は, 6・ 7層 を地山としている。

8層は,弥生時代中期の遺物包含層で,暗黒灰色粘土層である。 8層 の分布は,北東部から

南西部にかけての遺跡東側の半分ほどに限られ,遺物は南東部に多い。

弥生時代中期の地山は,広範囲に堆積する青灰色粘土層と,遺跡の中央部に幅約15mで ,東

西に堆積する褐色砂層がある。両者には,本葉・枝・流木などの自然木, トチ・クルミなどの

実,根回り5mの杉などの根株が埋没していた。

B遺  構

検出した遺構は,建物・濤・土城・焼土などである。遺物を伴う遺構は少なく総数の約%は ,

遺構検出面および覆土などから所属時代を推定した。また,伴出した遺物などから,明 らかに
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弥生時代に属する遺構は,図版 7に ,中 。近世に属する遺構および,所属時代を決定しえない遺構を図版 8に示した。

弥生時代の遺構 (図版 7)

建物四・濤九・土拡三・焼土―を検出した。建物には,1間 Xl間の I)の三棟.2間× 1間のもの一棟がある。

S B21は ,2間 × 1間の建物で,桁4.2m×梁行3.2m(1.6Xl.6)の六本柱の建物,柱根は,地山面で検出でき,

二本が残存し,掘 り方底面から30cmほ ど地山面に食い込む。形状は,丸柱で約60cmが残る。また,根本には,幅約 2

Cmの えぐり込みを施す。

S B22は , 1間 × 1間の四本柱の建物で,地山を約15cm掘 り下げた面で四本の柱根を確認した。柱根は,九柱でS

B21同 よう地山に食い込み,残存部は,約 80cmを 測る。

S B24・ 25は ,遺跡南側で検出した (図版 9の 1)。 柱穴は, lヵ 所で三～四個重複し,計十四個認める。両者は ,

ほぼ同一のプランで二～三回の建て変えが行われたと思われ,S B24が より古い。また,柱根は,丸柱で全体で六本が

残る。この建物の中央部に位置する土鉱 S K32は ,い ずれかに付随すると思われる。

土拡 S K31・ 34・ 焼土 S X36は ,建物の周囲にみられ,いずれからも弥生時代中期の土器が出土した。

弥生時代に属する濤は, 7層 に似た青色粘質土と6層 に似た褐色の砂層が交互に覆土に入る (S D10・ 11・ 13・

16。 18・ 20)と ,3・ 5層 に似た黒褐色砂層を覆土にもつ (S D14・ 15・ 19)がある。流路は,一定しないが概して

東西に流れる。

S D10は ,南東から北西に流れる濤で,濤内には,杭・矢板などが打ち込まれている (図版39の 1)。

S D03～ 06は ,覆土に青色粘質土と砂層を交互にもつ濤で,弥生時代の遺物が流路内の深みや穴などの中に流れ込

んだ状況で出土する。この濤は,遺構掘 り込み面を6層 より上面にもつ。また, S D03,04は ,弥生時代中期の土拡

S K31・ 34の上面に流れ,中 。近世の濤とは,覆土を異にする。このことから,弥生時代後期～古墳時代前期に属す

ると考えられる。濤 S D07・ 08・ 12・ 19は ,黒褐色砂層を覆土にもつ。遺構検出面は,S D07・ 08を のぞき6層上面

であり,弥生時代のものと考えたい。また,S D07～ 09は ,4層上面に検出面をもつ。

中世の遺構 (図版 8・ 9の 2・ 10)

建物・濤・穴を各―ヵ所ずつ検出した。 S B23は ,南北に長軸 をもつ 2間 × 2間 67m(3.2× 3.5)× 63m(3.0×

3.3)の総柱建物で,間尺にはばらつきがある (図版 9の 2)。 柱穴は,七 ヵ所で検出し,う ち三本に′ふ持ちの九柱が残る。

S K29は ,遺跡西側で検出した直径約70cmの 穴で,覆土に炭化物を含む (図版 10)。 中か らは,河原石数個 と曲

物の底板・炭化米を出土した。 S D02は ,遺跡南端を流れる濤で幅15m,深 さ50cmを 測る。遺物は,総 じて少ない。

近世の遺構 (図版 8・ 9の 2・ 10)

濤・井戸・土拡がある。濤 S D01は ,北から南に流路をもち,弥生時代の遺物包含層および遺構を切る。

井戸 S E35は ,直径約 lm,深 さ40cmの石組み井戸で石組みは,底 2段が残る (図版10)。 その深さは,現地表面か

ら約 lmを 測る。

土ナ広S K26は , 3m× 2mの竪穴状遺構で西側約%を調査した。出土遺物は,近世陶器 。漆器片などがある。近世

の遺構は,調査区の東側に集まっており,宅地跡などが東へ広がっていると推定できる。所属時期は,出土する越中

瀬戸から江戸時代後半と思われる。

C 出上遺物

遺物は,弥生時代中 。後期の上器が主体をしめるが,遠賀川式上器や石器 (砥石・サヌカイト手1片 )。 木器 (杭・

矢板・柱根)が出上している。また,縄文時代晩期末の上器,古墳時代前期に属する土師器,平安時代に属する須恵

器,中世に属する珠洲・土師質土器 。木器 (曲物底板 )。 炭化米,近世に属する越中瀬戸・伊万里など陶磁器類 。

漆器片・下駄などが少量ずつ出上している。また遺物量は,全体 として少ない。          (酒 井重洋 )



4.中小泉遺跡

A 層  序

遺跡全体にみられる土層は, 1層水田耕作土・床土 (約20～ 30cm),2層 灰黒色粘質土,6層地山層の三層である。

2層 はさらに2a層灰黒色粘質土 (約 10～ 20cm), 2b層 暗灰黒色粘質土 (約 5～ 20cm), 2c層 (部分的に存在し,

2b層 より黒味が強い)に細分した。他に散在的ではあるが,3層灰茶褐色砂質土,4a層茶褐色粘質土,4b層 明

茶褐色粘質土,5層漸移層 (青灰色・暗青灰色粘質土)が観察できる。

2層 は中世の遺物包含層で,若千近世の遺物が混じる。 4層は弥生時代の遺物包含層で,濤等の遺構覆土上層にあ

たり,湿原植物と思われるものが,未分解の状態で上層内に存在する。

6層地山層 (青 白色粘質土)は調査区の北端部で砂質土層に移行している。また用水路をはさんだ北側の地山層も

砂質上で,2層 等の土層はなく,砂層中に炭化した自然木 (流木か)が見られた。なお地山層はほぼ平坦で,北西方

向にやや傾斜しており,最大80cm前 後の比高差が見られた。

B遺  構

検出した遺構には,弥生時代 と中世に属するものがある。

弥生時代 濤及び濤内に構築されたシガラミ,土拡,穴を検出したが,住居跡やそれに相当する遺構等はなかった。

濤は大濤を中心に中・小の濤が東西方向に並流し,複雑に切 り合う。

大濤 S D33は幅4.5m,深さ1.lmを 測り,S D46か らつづ くものと思われる。 S D39は 幅3.5m,深さ1.lmを 測り,

シガラミの西側で濤幅が狭 くなる。シガラミから約 2m西十貝Jの濤肩部より,径7 1cmの 小形傍製鏡が単独で出土した。

完形品で,保存状態は良好であった。

中濤 S D27は同一濤の二ヵ所にシガラ ミを構築 してお り,上流で幅1.5m,深 さ20cm,下流で幅2.5m,深 さ70cm

と変化 している。 S D35は幅2.Om,深さ1.2mを 測り,北端に一段深い掘 り込みを持つ。 S D36は幅1.5m,深 さ1.2

mで ,S D37と 平行して西流するが,時間的にはS D37よ り新 しい。
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小濤 S D37は大・中濤と同ように西流する長い濤である。他は全般的に短 く,途中で止切れるものが多く,幅は約

05～ 1.5mで,深さ約10～ 50cm前後と浅い。

滞の切 り合いは (S D37・ 39・ 46→ S D36→ S D40),(S D43→ S D36・ 37),(S D27→ S D33)と なっており,

時間的前後関係がうかがえる。また濤の時期は覆土内遺物より後期に属するものと言える。

シガラミ (図版12・ 13)四 ヵ所で検出した。 S D27東側のシガラミは,幅1.5m,高 さ30cmで,又鍬 。板材・角材

を組合せて構築しており,全体を安定させるため数本の角材を溝底に打ち込んでいる。木材部を芯として粘質上で堤を

築き,水を塞 き止め,水流をS D32方向へ変えていたと推察できる。

S D27西側のシガラミは,長さ3mほ どの角材を濤に直行させ,それに板材・角材を斜めに打ち込み,立て構卜けて

いる。高さは40cmあ り,粘質土の堤を外部から補強したものと思われる。東側60cmに 1段低い木組があり,こ れもシガラ

ミかもしれない。なお水流を塞き止めてどの濤へ流れを変えたかは不明であるが,水 を貯えるだけの施設であったかも

しれない。

S D33の シガラミは,直径30cm,長 さ2.7mの 自然木を中心に,両方向から角材を斜めに打ち込んで立稚卜けている。

高さは40cmで,濤底よりやや浮いており,あ る程度濤が埋った時点で設けられたと思われる。水流については, S

D27西側シガラミと同よう不明であるが,S D33と 直行せず,平行に近い角度で存在している点と,他のシガラミと

異なり砂質土層の上に構築されていること等により,水を塞 き止めえたかどうか多少疑間が残る。

S D39の シガラミは直径30cm,長 さ3mの 自然木を上部におき,底 より10cmの 所に直径15Cm,長 さ2mの枝材を

渡し,それに直径10cmほ どの枝材を斜めに打ち込んで立てを‖すている。高さは70cmあ りS D27西側シガラミ同よう粘質

土の堤を外部から補強したものと思われる。塞き止めた水はS D37に 流し込んでいたと見たい。また S D27東側シガラ

ミも含めて,深い濤から浅い濤へ と水流を変えるため,シ ガラミを設け,水位を高める必要があったのであろう。

以上大小の滞とシガラミは,灌漑用の水路 。水位流路調節用の施設と断定できる。これらの遺構を,粘質土地帯 (6

層・湿地)に築造した点も含めて推察すれば,調査区域内で検出できなかった水田跡が,周辺に存在する可能性が強

い。

穴及び土城は四ヵ所で検出した。 S K59の平面形は 4× 3mの楕円形で,深 さ80cmを 測 る。他の上拡は全般に約

10Cmと 浅 く,性格は不明である。時期は遺物か らみて後期に属する。

その他の遺構で,S D03～ 22の滞は遺物が出土せず,滞内覆土が弥生時代の濤覆土にやや似 るが,時期決定するに

は至 らなかった。

中世 濤及び井戸を検出した。 S D01は幅 7m,深 さ90cmを 測る大濤で, 自然河川 と思われ,幅 lm,深 さ20

Cmの S D02が流れ込む。時期は珠洲第Ⅳ期 (南北朝)〔吉岡1976〕 に位置する。 S D04は調査区域北東隅でほぼ直角

に折れて西流 し,幅 2m,深 さ20cmを 測る。出土遺物には下駄 。箸があり中世に属する。 S E52は 径 4m,西側に

3mの張出しがあり,井戸と思われる。発掘中の湧水と地山層下が砂質土層で崩壊するため,底面は検出できなかっ

たが ,機械掘 りでおよそ4m近 い掘 り込みを持つと確認できた (S E51・ 53も 同よう)。 井戸枠は検出できず,なかっ

たものと思われる。時期は珠洲第 I期 (鎌倉時代)と 思われる。 S E51・ 53は遺物を含まない。しかし,覆上が SE
52に 類似しており,中世に属すると考えておく。

C 遺  物

弥生時代のものとして土器 ,蛤刃石斧,小形傍製鏡,弓・又鍬 。板材・角材等の木製品があり
「

弥生時代後期に比

定できる。ただS D33覆土より出土した高杯脚部 2点 は前期に属するものとして注目される。

中世のものとして第 Io Ⅳ期の珠洲があり,他に土師質小皿,青 。自磁 ,下駄・箸等の木製品がある。

なお若千ではあるが,ほかに奈良～平安時代の須恵器,近世の陶磁器類がある。         (狩 野 睦 )

-9-



5.飯坂遺跡

A 層  序

飯坂遺跡は南北150mに わたる広大な遺跡であり,土層の堆積状況は地点により異る。地′ミごとの差異を捨象して基

本的層位を示せば,1層耕作土, 2層 暗褐色粘質土,3層 黒褐色粘質土 (中世の遺物包含層),4層暗灰色砂質土, 5

層黒色砂質土 (弥生時代遺物包含層),6層 1炎茶色粘質土となる。そして 4層の上面が中世の, 6層の上面が弥生時代

の遺構形成面である。

B 遺  構 (図版16・ 17)

検出した遺構は,弥生時代と中世の二時代に属する。弥上時代に属するものは濤と方形周濤墓群,中世は濤と土城

である。

弥生時代の遺構  方形周濤墓九基と大小の濤がある (図版17)。 方形周濤墓の大半は,互いに接して存在する。以

下 , 1～ 9号墓と略して述べる。 1号墓はほぼ全体を検出した。外径65m× 7.8m,内径約 5mで ,東北隅と一部未

調査の南西及び北西隅にも陸橋部をもつ。南北に主軸をおく長楕円形の主体部を中央にもつ。全長2.2m,幅 65cm,深

さ 5 Cmを はかる。 2号墓は,東側の墳端と周濤を検出した。周濤から,外径約10mの規模と推定される。

3号墓は, 9基中で最大の規模をもつ (図 版46の 1)。 外径は南北20m,束西17m以上,内径10.5mで ある。

周滞は隅円方形を呈 し,帽 生mと 広いが ,深 さは10cmと きわめて浅い。西辺は 2号墓及び 4号墓の周溝と重複し

ているが,後二者との新旧関係は不明である。墳丘をとどめており, その高さは周濤底面から76cmを はかる。墳丘の

ほぼ中央で主体部の基底部を確認した。主体部は180cm× 83Cmの 長方形である。底面の一部に暗赤褐色の酸化鉄の痕跡

がみられた。墳丘の北側斜面から壷が,南西及び南東隅の周濤内から高杯が出土した。また,墳丘の盛上の下層に厚

さ10cmの黒色土層がみられたが,方形周滞墓の築造に先行するこの層は,天王山式系統の上器の単純包含層である。

3号墓で確認できたこの層位関係は,こ の上器の編年的位置づけを行う上で大きな発言力を有している。

4号墓は,東半部を調査しえた。外径12m,内径 7mと 推定される。周濤は幡約 2mで ,深さは南辺では50cmと 深
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い。墳丘が認められ,地山からの高さは40cmである。主体部は,幅90cm,深 さ30cmで ,全長は不明であるが箱形木棺

と推定される。 5号墓も東半部のみを調査した。周濤の北辺は 4号墓 と重複しているが,二者の新旧は看取できない。

東辺は墳端を6号墓の周濤に切られており,後者の方が新しい。規模は内径が4m以上,外径は不明である。

6号墓は,外径 6m,内径 4mで,東西に陸橋部をもつ。周濤の西辺は 8号墓 と重複する。 7号墓は,外径 7m×

3m,内径約 5mで ,不整形な方形プランをもつ。西側 。北側の二ヵ所に陸橋部がある。周濤は深さ50cmを はか り,

断面はU字形に近い。 8号墓は,外径12m,内径 7mで ,整然とした方形プランをもつ。南束と北東の二ヵ所に陸橋

部をもつ。 9号墓は外径約 9m,内径約 6mで ,北西と南西に陸橋部をもつ。 6～ 9号墓の主体部は不明である。

調査区の北端には,幅 3m,深さ1.5mの西流する大濤 S D26が ある。弥生時代後期の上器が出土しており,方形周

濤墓 と同時期の所産である。 S D26と 3号方形周濤墓の間には,S D22～ 25。 27が維横に走っている。 S D27が上記

の S D26に切 られていることから,こ れらは方形周濤墓に先行する可能性が大きい。なお, S D23と したものは,方

形周濤墓の可能性を多分にもっている。だとすれば,3号墓に濤を切 られているS D23は , 3号墓ほかの方形周濤墓

に先行するものとみなされる。

確認できた九基の方形周濤墓は,調査区の北西の一角に群をなして存在する。この一帯には住居跡が全 くみられな

い。居住域から隔絶された墓域とみなしうる。この墓域は,上記の S D26に よってその北限が画されている。また,

近接して存在するが,こ れらはいずれも弥生時代後期に属している。方形周濤墓は相前後して順次築造されたものと

いえる。これらの方形周濤墓は,規模の差異から大きく三つに大別できる。すなわち,外径が17m以上のもの (3号

墓),10m以 上のもの(2・ 4・ 8号墓),10m未満のもの(1・ 5～ 7。 9号墓 )である。とりわけ 3号墓は,卓越し

ている。この差異は,単なる数値の違いにとどまらず,被葬者の性格の相違を端的に反映していると考えられる。

各周濤墓の主軸を南北にとって方位に照らしてみると,大 きく二つの群に分れる。一つは磁北にほぼのるか西へ 15°

以内振れているもの (2・ 4・ 8号墓),一つは東へ15° ないし25° 振れているもの (1・ 3・ 9号墓 )である。このう

ち主軸を西へ振る 2・ 4・ 8号墓が,共に同規模であって,一致している。この三基はいずれも幅の広い周濤をもち,

全体の形状も整然としており,他の面においても一定の共通性を見出しうる。他方,形状が不整形なものとしては,

6号基・ 7号墓のような小型のものと, 3号墓のような大型のものとがみられる。このような傾向の違いが築造の時

間差,性格差と関連性を有しているか否か,今後の検証課題としたい。

中世の遺構

分布範囲は,調査区北東のX46～ 60, Yl～ 13区にほぼ限定される。この範囲に,八本前後の南流する滞が複雑に

交差 。重複してみられる。濤は氾濫をくりかえし,流路が重複したようである。 S D14か ら漆塗 りの椀が出土してい

る。 S D10～ 17は ,出土した珠洲から室町時代に形成されたものと考えられる。 S B18は , 2間 ×2間の掘立柱建物

で,五 ヵ所に柱根をとどめていた (図版44の 3・ 4)。 桁行4.2m(14尺 ),梁行3.6m(12尺 )で,各柱間は等尺である。

中世 と推定される細い濤 S D17を 切って柱が建てられており,中世ないしそれ以降のものと考えられる。

上記の濤・建物から離れて,調査区の北端に一辺11.5mのほぼ正方形の濤 S D21がある。東側の辺の一ヵ所が,方

形周濤墓の陸橋部のようにとぎれている。層位からみて中世のものと考えられる。

C 出土遺物

調査区の南東隅では 5層から微量の和と文土器が出土した。晩期初頭の八日市新保式,晩期末の限目新丸山A式であ

る。方形周濤墓に伴う後期の弥生土器,方形周濤墓の築造に先行する天王山式系統の上器, 7世紀初頭, 8世紀後半

の須恵器,第 Ⅳ期の珠洲,漆器。

(岸本雅敏 )



G.江上 A遺跡

A 層  序 (図版24)

地山面 (遺構確認面)ま で,約 90Cmの 深さがあり,入層を数える。 1層水田耕作土 (20Cm),2層 暗褐色土 (20cm),

3層黒色土 (20cm),4層 黄白色砂質土 (5 cm),5層 灰色粘質土 (5 Cm),6層 茶黒色土 (5 cm),7層 褐色粘質土(15cm)

である。 7層 は場所によって責味の強い所があり,弥生時代の遺物包含層にあたる。地山面より下位は青灰色粘質土

と灰黒色粘質上の互層が続き,約50cmで砂礫層に至る。地山上には,自 然木 ,ク ルミや トチの実が混じる。

B 遺   本毒 (図版18～ 24・ 第47～53,表 5～ 8)

建物,柵 ,環状濤,濤,橋 ,井戸,穴がある。 6層からの掘 り込みをもつ S D12を 除き,すべて弥生時代後期に属

する。

建物  (図版19・ 20)

柱根を残すもの六,柱穴だけのもの一がある。相互に切 り合いは認められない。柱根は,わずかの例を除いて,地

山面より上部は腐って残らない。柱穴は,柱根の大きさと同じであり,余分な掘 り方を残すものは少ない。柱間や柱

根の形状に,共通した特徴を有するものがある。 1間 × 1間のもの四(S B14・ 15・ 18・ 19),2間 × 1間のもの二(S

B17・ 20),2間 × 2間のもの一 (S B16),柱 根の形状では,丸柱のもの二 (S B14・ 18),角 柱のもの三 (S B17・ 19・

20),丸柱,角柱両方を用いるもの一 (S B16)が ある。

柱根は,手斧のはつ り痕跡をよくとどめ ,丸柱・角柱ともに割材を用いる。

S B14・ 18は ,径約30cmの 大い丸柱 を, S B19は一辺12cmの 細い角柱を用いる点で異なるが,柱根の長さが約

50cmで共通する。 S B14は礎板をもち,幅約 2mの馬蹄形の濤 S D03で画され,そ の内側は,隅のまるい方形の区画

となっている。区画内の穴P2° P3か ら,ヒ スイ・碧玉のよJ片が出土している。炉跡や土堤は残っていない。

S B18の北東隅柱は,細い角柱二本を添えている。 S B15は ,柱根を残さない。
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S B17・ 20は ,一辺約 16cmの 太 い角柱 を用い,長 さが約80Cmと 深い点で共通する。 S B17は建物の長軸に対 し

て,同等の柱根が三本ずつ相対するのに対 し, S B20は ,短軸に対 して三本が相対 し,南側中柱だけが長さ30Cmと 短

いことで違いを認める。 S B17の南西隅柱は東方へ傾 き, S B20の 北側中柱は南東方へ大きく傾 く。

S B16は ,径 (辺 )約 15Cmの九柱・角柱両方を用い,長さ約50Cmである。すべてに底か ら20cm上位に,幅約 3 cmの

濤状のえぐりを施す。え ぐりは,すべて西方に面する側にある。北側 ,南側の中柱は,他の柱根に比べ細 く,根元に

木片を添えている。

棚  (図版18・ 20)

柱間 1間 のもの二 (S A21・ 24),2間 のもの二 (S A22・ 23)がある。すべて S B16と S B17の 間にあり,ほぼ東

西にのびる。

S A21は ,S B16の 南 1員1に 接 し,軸がわずかに東へずれる。柱根は,径16cmの丸柱を用いるが ,え ぐりはない。 S

A24は ,S B17の北イ貝Iか ら約2,7mの 間隔をおいて並ぶが,わ ずかに西へずれる。柱根が長 く太い角柱 を用いることは

S B17と 共通する。

S A 22・ 24は ,い ずれ も柱根 を残す ものが少ない。 S A 22は角状の木片がはいっていることで,S A24は 棒状

の本片がはいっている点で,それぞれ共通した特徴 をもつ。 S K36が棒状の木片をもち, S A23の 特徴 と似てお り,

L字形に曲ってつながる可能性がある。 S K36に は,地上部分が丸 く,地中部分が杭状に尖がる柱根が残る。 S A22

の東端柱穴は,ち ょうなの削 り暦がつまっている。

環状溝  (図版21。 22)

幅約 2mの広いもの一 (S D03)と 幅約30Cmの 狭いもの二 (S D04・ 05。 06)がある。

S D03は ,底面が平坦な馬蹄形を呈 し, S B14の周溝である。東側の幅約 3mの掘 り残 しは, S B14の 出入口部 と

なる。 S D01に接続 し,水の出入りがある。出土遺物に,勾玉・菅玉など玉類の原石・完成品・未完成品,祗石が多

ヤヽ 。

S D04は ,「 8」 の字形を呈 し,方形の区画を二つつ くる。濤から多くの炭化米が出土 している。西側の濤から ,

S D02へつながる溝がわかれる。 S D05は ,三本の滞からなり,滞に切 り合い関係は認められない。内側にやや西へ

張 り出す方形の区画をつ くる。東側に幅約 4mの掘 り残しがあ り,出入田部 とみられる。 S D06は ,径25mの方形区

画をつ くる。 S B15と の間に重複関係があるが,新旧は不明である。

溝  (図版24)

S D01は ,調査区中央部 をわずかに蛇行しながら北流する幅約 4mの大濤である。北側で二叉にわかれるが,合流

するのか,分流するのかは明確でない。覆土は基本的に 7層褐色粘質上が入り込むが ,間に三枚の砂層が認められる。

S D02は ,幅約06～ 1.5mで ,東流し大濤 S D01へ接続する。

S D09は ,南北方向の浅い幅広の濤で,柵 S A22・ 23・ 24の西側を画する。

S D08・ 10・ 13は ,幅約30cmの 小滞で, S D08。 13は 南流して, S D02へ合流し, S D10は ,西流して S D01に合

流する。

註l S D03の 覆上①層灰色粘土層は他の濤にはなく土堤の上の流れ込みの可能性がある。

橋  (図版23,49)

S X25は , S B17の東方で S D01に かけ渡 した橋である。残存長約 3m,幅 60cmで,厚さ約 3 Cmの板を三枚組み合

せ ,中 央部 を下から三本の杭で支えている。北側 と中央の板は,四 ヵ所に対になる方形の穴が穿たれている。 とじあ

わせの穴とみられるが,と じ紐などの痕跡は認められない。南傾1の板は,中央の板 と重なり合 う部分があり,と し穴

も認め られない。椅は,中央部が弓状にたわみ,それを支える三本の杭は,板をつ きぬけている。杭は,濤の底面よ
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り浮いた状態で,濤がある程度埋った段階で設置されていることがわかる。板の両端は腐 り,荒れてお り,岸際の構造

は不明だが,地山面 とほとんどかわらぬ面で水平にな り,地山に直接置かれたものとみられる。

井 戸  (図版22・ 50)

S E26は ,径約 lmの 円形の掘 り方を設け,中央部に径35cmの ほぼ円形の木枠 を置き,周 囲を埋めたものである。

木枠は,厚 さ 3 cm,長 さ65cmの樋状の今Uり 木を三枚合せた円筒形で,外面は,幅 4 cm,長 さ 7 cmの手斧 目が残る。内

底面には,中 央に四角の穴を穿った鉢形の木器を沈めている。底面は礫層に達 し,今 も水が湧き出す。

その他の遺構

建物 あるいは柵に まとまらない柱穴がある。 S K43は 一辺 9 Cmの角柱 , S K41・ 46・ 47は 杭 状 の柱 根 が残

る。 S K32は ,径 10cmの九柱が柱穴内で横転 している。 S K39に は ,白 色粘上がつまり, S K29ではヒスイの崇J片が     ギ

出上 し,橋付近の S Dolか らまとまって祗石がみつかってお り, もう一つの玉生産に関わる遺物の多い一画をつ くる。

遺構の配置  (図版18)

建物は,静岡県登呂遺跡・山木遺跡の成果に照らせば,1間 × 1間 の建物は土間住まいの竪穴住居 ,2間 × 1間 ,2

間× 2間の建物は,板床 を持った高床倉庫 と考えられているものに共通点が多い。〔日本考古学協会編1954,後藤守一

編1962〕。それぞれの実際の用途は別にしても,上屋構造に大差はないと思われる。

柵は, S B16と S B17の 間に集中し,他に単独の杭の打ち込みが認め られること等から,野外の作業場 とみられる。

環状濤は,そ の内側を,掘立柱にしない上屋を架 して使ったもの とみられ,多 くは倉庫 と考えたい。

遺構は,自 然河川的な大濤の両岸に,整然と配列する。西岸の遺構はさらに,北側 と南側を濤によって画され,環

濠集落を思わせる。東岸には,S D05, S B20が あるが,大濤にかけられた橋によって,西岸 と結ばれている。遺構

は,ほ とんど重複せず,同時期に存在 し,相互に有機的な関係をもった,弥生時代後期の集落跡である。

註2 S D 03の 内周に沿って幅2mの上堤がめぐれば,登 呂遺跡の住居跡に規模・柱間が同一のものがある。山木遺跡の高床倉庫の柱と
考えられるものは,地中部分が lm近 くあり, S B17・ 20の柱根に共通している。ただ柱根の大さや柱間の長さに少しずつ違い

があり,住居跡の中に倉庫として使われたもの高床の建物でも住居であった場合も考えられよう。今後の課題である。

C 出土遺物

濤内を中心に約10,600点 の木器 。加工痕跡を残す自然木が出土している。鍬・鋤・えぶり。日下駄などの農具約80

点,弓・鏃形木器・火憤臼・火噴杵・紡錘車・臼・杵 。琴柱・はしご・ネズミ返し・槽・杓子・斧等の柄・各種の建

築材 。籠・編物など日常生活全般にわたるものがある。用途の明らかでない木器も多い。

石器は,祗石,磨石など玉生産に関わるものが多く,石斧残欠 (た たき石に改変)が二点出土しているだけである。

鉄器は検出されなかった。

玉は, ヒスイ・滑石の勾玉,碧玉・鉄石英の菅玉,水晶の小玉がある。約 30点 の完成品,未完成品があり,原石,

象J片 も数多く出土している。

土器は,ほぼ完形に復原されるものが200点以上に及び,甕・壺 。長頸壺 。鉢 。高杯 。器台 。蓋などの器種がある。    
お

ミニチュア土器も多い。時期は,数点の天王山式系統の土器が混在するが,弥生時代後期 (畿内第V様式)に ほぼ限定され

る。また,炭化米 ,ひ ょうたん,瓜の種子など植物遺体も出土している。

他に,須恵器,珠洲,越中瀬戸など古代 。中世・近世の陶磁器が若千見つかっているが,ほ場整備以前の用水路に

混じるものである。

(久々忠義 )
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7.江上 B遺跡

A 層  序

X5Y40と X35Y50と を結ぶ線を境にして分ければ,その北半分は,地表から20cmで地山4層 (淡責褐色砂質土層 )

に至り,表上層 (1層 ),灰色粘質土層 (2層 )の二層が堆積する。南半分は40cmで地山に至 り, 1層, 2層,黒色土

層 (3層 )の三層が堆積する。北半分に 3層が見られないのは,ほ場整備により,削平・地均しを受けたためである。

地山は,北及び北西方向に傾斜を持つ。

B 遺   構  (図版25～ 32,54～ 59,表 9)

検出した遺構は,大きく見れば,弥生時代と中世の二時代に分かれる。

弥生時代の遺構 としては,建物一棟,濤二十六条,穴 四個があ り,中世のそれは,建物十三棟,濤十五条,穴十

一個,木枠施設がある。その他の時代のものとして,近代以降の濤五条と時代不明の建物三棟・濤十六条・穴八個がある。

弥生時代の遺構

建物 (図版27)S B lllは 1間 Xl間の建物で,柱間は南北4.5m,東西 4m,4.4mを 測る。柱穴の 1つに礎板を

残す(図版59)。 建物の周囲を濤S D020が巡っている。 S BllHよ ,竪穴住居である可能性が強い。そうであれば,住居

の裾が S D020に 接 し,その内径は,17m× 16.4mを 測る。その面積は,約214∬ となり,極めて長大な床を持つことにな

る。東側では,濤が一部消失しており,住居の入口であるかもしれない。また,西方に,南 5。 lm,東西1.6mの略台形

の張 り出し部を持つ。これも,こ の建物に付随する施設であろう。

溝 (図版32)弥生時代の濤は,検出された濤数の約半数を占める。大多数の濤は,遺跡の北半分にある。濤の多

くは,北及び北西方に流れ,大 きな濤 S D008・ 030・ 032の 流路に繋がっていく可能性がある。滞を幅によって分ける

と,50cm以上のもの五 ,50～ 20cmの もの九,20cm以 下のもの十となる。深さは,50cm以上のものが008・ 030・ 032,30

～20cmの ものが012・ 015'019・ 020で ,そ の他は20cm以 下である。

S D 030は ,幅 3m,広い所で 7mを 越し,90Cm近 い深さを持つ。平面上では,一条の濤に見えるが ,断面には,二

――」
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回の流路が確認できる。東流する流路は,X25Y43付近で二条の流れとなる。一番新しい流路は,幅25m,深さ20cm

程であり,S Do20と 接する付近に溜 りが見られる。 S D032は ,幅80～ 140cm,広 い所で2.3mあ り,深さ20～ 40cmを

測る。北西に流れるS D052は ,コ の字状に内を区切る場所を作る。濤の内側は,南北47m,東西 6mであるが,柱

穴等は見あたらない。断面は,U宇形である。S D019も コの字状に屈曲し,内側は,南北6.8m,東西8.4mであり,

U字形の断面をもつ。 S D 020は ,S B lllを 取 り囲む環濤で,U字形の断面をもつ。

穴 覆土中より弥生上器 を出した穴は四個で,大 きさもS K051以外は,lm以 内である。深さは,35cm前後のも

の S K011・ 051と 10～ 15cm前後のもの S K055・ 091がある。

中世の遺構

建物 (図版26～ 29)復 原できた建物は,十六棟であるが,う ち十三棟が,中世に属する。 S Bl12・ 113・ 116・

123の 四棟以外は,全て総柱の建物である。総柱でない四棟の梁行は,全て 2間 である。S B 121以外は,全て完赦尺(1

尺こ30cmと する)で柱間をとる。柱間は,S Bl17の 10尺 3寸以外は,全て10尺 を越えない。柱間が10尺 のものは ,

S B l19。 124で ,全て総柱の建物である。方位は,磁北から東へ 2～ 11度振れた中に入る。建物の七害J近 くを占める

九棟は,梁行 2間である。梁行が 3間 を越えるものは, S B l18。 120～ 122の四棟で,全て総柱の建物である。柱根が

遺存した建物は,S Bl12・ 116・ 117・ 120。 12Ⅲ 122・ 124の 七棟で,多 くは,角柱を用いてドな。

建物を場所ごとに見ると,六つのまとまりに区分できる。第 1群は S Bl12・ 113,第 2群は S B l14～ 116,第 3群

はS B l17,第 4群は S B l18・ 119,第 5群はS B120～ 122,第 6群は S B 123,124である。それぞれ,第 1群は東西

棟 ,第 2群は東西棟,第 3群は南北棟,第 4群は南北棟 ,第 5群は東西棟 ,第 6群は南北棟の建物である。しかも,

各群内の建物の方位のずれは,第 2群以外は, 3度内のずれに収まる。第 1群,第 2群,第 3～ 5群,第 6群は,濤に

区画された配置を示す。

第 1群は ,側柱の建物である。S Bl12と S B l13の柱穴が切 り合っているが,S B l12に 柱根が残っていることから,

S Bl12の方が新しいと考える。第 2群に属する三棟の建物の新旧関係は分らない。しかし,S B l16は ,総柱の建物

でなく,柱根を残し,9尺の柱間を用い (S B l14。 115の柱間は 8尺 ),し かも,総柱でない第 1群の建物の方位に近

い。さらに,第 2群の濤区画内の広さは,南北13.5m,東西21.5m(面積は約 9反 )あ り,第 1群の濤区画内の南

北 (S D016と S D014の 間で,東側は未掘)の幅が15mであり,第 2群に平行して並ぶ。第 1群に属する二棟の建物

のいずれかに決しえないが ,S Bl16は ,第 1群の建物と同時に存在したと予想される◎第 5群の建物は,全て総柱の

建物である。柱穴の切 り合い関係から,S B 121が最 も新しい。 S B 120と S B122は ,切 り合い関係がないので,新旧

関係が明確でない。しかし,規模が小さく,廂 もしくは塀を持たない建物が新 しいもの とすれば,S B 120→122→

121と 順次建て変えたことになる。第 6群の建物は,共に同じ方位を示し,第 4群の S B l19と も同じ方位である。S

B123の東側の柱列を延長するとS B l19の西側の柱列に合う。その間の距離は,220m(約 122間 )である。また,S
B123と S B 124の 距離は,120m(約 67間 )である。

溝 (図版32) 中世の濤は,弥生時代のものに比べて,企画性がある。大部分は,北及び西流し,遺跡の北半分に

ある。深さは,弥生時代の滞に比べて,総 じて浅い。深さ50cn以 上の濤は S D 014だけで,深さ20～ 30 cmの ものは,

S D016・ 033・ 070で ,そ の他のものは深さ20cm以 下である。幅は,lm以上のものが S D001・ 014・ 018,50cm以

下のものが S D026・ 036で ,そ の他は,50cm～ lmである。弥生時代の濤と同様に,幅の割 りには深さが浅い。断面

は,逆台形が多い。 S D014・ 020,037は ,建物群の周囲を環状に巡 り,そ れらの遺構と直接関係ある濤である。

S D014は ,最低二回の流路が確認でき,新 しいものは,礫を含んでいる。 S D 016は ,底が三条の滞であるが ,

遺構検出面では一条の濤となっており,最新の濤は,一条の滞としてS D014に 流れ込んで行 く。S D018は , S D o14

の新しい流れによって切 られているが, S D014と 018と は,同時に存在していたものである。 S D033は ,未掘の部分
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があるが ,濤は ,方形に巡っている。その内側を推定すると,南北 6m,東西3.9mである。覆土中より折敷 ,近 くか

ら馬の歯が出上している。(図版30)

穴 (図版30)平 面形で類別すると,円形のものS K041,042,095,106,楕 円形のもの S K092,093,094,長方

形のものS K038,084,不定形のもの S K007,008と なる。平面が長方形を持つ穴は,長軸が lmを越える。これに

属するS K084か らは,括粉木が出土している。 S K007は ,幅 3m近 く,深±40omで ,中 に木の葉・箸が多数入って

いた。S K106は ,北 宋銭約五百六十枚 を入れた珠洲甕を埋めた穴であるcこ の穴は,第 1群 ,第 2群のどの建物に

伴うのか分らないが ,滞によって建物と画された場所にあり, しかも,建物群から北方にある。S K088は ,木の根等

の攪乱や別の穴が切 り合っているため,平面が不定形に見えるが,元来は,楕円の平面形を示す。中から,S K106と

同じ種類の北宋銭約十数枚が出土している。この穴も,濤 S D106に よって画された場所にあり,第 1群の建物から北

方に位置する。

木枠施設 S X 107(図版31)東西1.3m,南北1.4mの 方形に組んだ木枠の中に,底を残す曲物が設置してあった。こ

の木枠施設の中や下 ,及び付近の穴より,数千点を越える箸が出土している。木枠・曲物が下には,数 cmの砂層を扶

み ,そ の下に穴がある。この穴の一つに,S B 120の柱穴がある。この施設は,S D070の 水を内に引き入れて溜めて

おく貯水の機能を果していたのであろう。この施設に伴う建物は,S B 121も しくはS B122と 考えられるが ,建物の

新旧関係から考えて,よ り新 しいS B121であろう。しかも, S B121の 屋内に取 り込んでいる。あるいは,S B121

が,箸の使用と何か関連あったのかもしれない。

その他の時代の遺構として,近代以降の濤が五条ある。 S D053・ 056・ 071は,幅20cm,深 さ10～ 15cmで ある。耕土

下の暗渠であろう。 S D066は ,幅 4～ 5.5m,深 さ40～ 50cmである。第 5群の建物の柱穴を切っている。覆土中より,

弥生土器,珠洲が出土している。この滞の南側に沿って弥生時代の濤が,一部残っていたことを遺構検出時に確認し

ており,こ の濤の一部と重複していたと考えられる。この濤の流路は,丁度,中世の濤 S D014・ 018。 037と 同方向に

流れており,中世においても流路があったものと推測される。

S X 065と S X 078は,覆土中より弥生土器を出上しているが,共に平面が不定形で,深さも,10～ 30cm程であり,

土器の出土量も僅かなので, 自然に出来た窪みに土器が溜ったものであろう。

C 出土遺物

遺物は弥生土器,古式上師器,珠洲,中国製磁器,伊万里,越中瀬戸,打製石斧,碧玉,漆器,杓子,悟粉木,折

敷,箸,北宋銭,鉄製品がある。特に,箸は,八千点を越える。

弥生土器は,弥生時代後期に比定でき,珠洲は,第 H～ Ⅳ期 〔吉岡1976〕 が多く,鎌倉時代中期から室町時代前期

に属すると考える。

(宮田進― )

註 1 弥生時代と中世との濤の区別は,一応 ,覆上の違い,出土遺物 ,遺構の切り合い関係より判断した。弥生時代の濤の覆土は,全
体的に見て,黒色土と黄(褐)色砂質土とのコ習になっている。中世のそれは,黄(褐)色砂質土を含んでおらず,黒 (褐 )色土だけである。

註2 時代不明の建物 S B12αま,尺で柱間がとれ,方位もN-10° 一Eであるので ,こ の遺跡での中世の建物の基準に合致し,中世に属

すると考えられる。 S B 125は ,柱間が12尺 もあり,方位の振れが中世のものと違っておりS B lllに近い方位をとる。もしかすると,

弥生時代の建物であるかもしれない。S B127は ,柱間が3m以上もあり,他の建物とは違って方位が磁北より西に振れていること

から考え,建物自体の検討を必要とするかもしれない。

註3 建物に付随する井戸は,発掘区内では,確認できなかった。

註4 S D066の一部に中世の濤の流路があった可能性があり,そ うだとすれば,第 3・ 4群 と第5群は薄に画された配置をとる。
註 5 S D033が区画する場所は, もしかすると,祭祀に関わった可能性がある。

註 6 S K106の甕は容量に比べて銭の出土枚数が少ないので, もしかすると抜きとられているかもしれない。
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8.東江上遺跡

A 層  序

地表から遺構検出面までの深さは約45cmあ り,その間に二層ある。 1層耕作土,2層粘性淡褐色土,3層暗褐色粘

質土であ り, 3層 が遺物包含層である。その下の地山は淡黄褐色の砂質土で,調査区の全域にわたってほぼ平坦に

堆積している。

なお,調査は富山地方鉄道の線路を換む東西を対象とした。以下 ,こ の東西地区を東区・西区と呼びわける。

B 遺  構 (図版33)

検出した遺構は,掘立柱建物・濤・土戒・焼土・井戸・竪穴遺構である。建物を主とする遺構の大部分は,出 土土

器が飛鳥・藤原宮の上器編年 〔西1978〕 の飛′烏Ⅳ期にほぼ該当することから,7世紀末のかなり限られた期間に形成

されたものである。

西区の遺構 と遺構配置   S Bll・ 13は 2間 × 2間のほぼ正方形の建物である (図版60の 2)。 前者では一ヵ所に礎

板を,後者では三ヵ所に柱根をとどめる。 S B12は 3間 X2間の総柱の東西棟で,柱根を残す穴三,礎板を残す穴一

がある。礎板は狭長な板を井桁状に組んだ特異なものである (図版61の 2)。 柱根は北側へ傾斜するものが多い (図版

61の 4)。 柱はすべて割 り材である。 S B14は 3間×2間の大型の建物で,柱根・礎板は不明である。復原できた上

記四棟の建物の柱穴は,径約40cmである。柱穴の重復は建物相互間にはみられず,建物の明らかな建て替えは看取で

きない。柱間は 5。 6・ 8尺のいずれかで害1り きれ,ま た各棟 ともにそれぞれの桁行・梁行の柱間は等尺である。

西区の建物群では,S B12を 中心としてその南北に S Bll・ 13が ,ほぼ等間隔に軒をそろえて配される。S Bllと

S B12の 間隔は 6尺 , S B12と S B13の間隔は 5尺である。これら三棟は,建物の主軸方位をほぼ同じくするだけで

なく,東側の辺をそろえている。そして,そ の辺と並行して南北の柵 S A15が ある。柵の東側は柱穴も疎らとなって

おり,建物の存在を推定することはむずかしい。 S A15は建物群の東イ貝1を 画する塀と考えることができるだろう。

一方,上記三棟の西側には,前三者とは主軸方位を異にする南北棟の建物 S B14が ある。その西側には,S B14の
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主軸と並行する細い濤 S D03が南西ヘー直線に伸び,西端の大濤 S D05に 達している。 S D03の西北側には柱穴がみ

られず,建物は存在しなかったようである。 S D03は建物群の西北側を画するとともに,建物群に伴う排水路として

機能していたと考えられる。 S D03の外側には焼上の詰まった浅い穴 S X08・ 09がみられるのみで,居住域のはずれ

という感が強い。調査区の西端に,北流する大濤 S D05(図版61の 1)があり,濤の東側 (建物群側)底面から須恵

器大甕・杯が出土している。

四棟の建物は,東側のS A15,西側のS D03に よって区画された空間の中におさまっており,整然とした企画性を

もって配置,構築されている。少なくともS Bll。 12。 13は ,同時に存在していたと認めてよいだろう。出土土器に

大きな時期差が認められないことや ,建物に重複・建て替えがみられないことは,こ れを裏づけている。また,遺存

していた礎板・柱根の多くが上記の二棟に集中していたことも,こ うした推定を裏づける傍証 となる。

東区の遺構 と遺構配置  確認できた建物は,計四棟である。調査区の南端で検出した 3間 X2間の東西棟 S B22

を中心に,そ の東西にそれぞれ 4間 ×2間 の南北棟 S B21・ 23が並行して存在する。三棟はコ字形の建物配置をとる。

S B21と S B23と の間隔は,36尺 と完数である。調査区中央の S B24は , 1間 ×1間の建物であるが,柱間は13尺 ×

12尺 と柱間は大きい。その西辺 。南辺にそって細い濤 S D26が L宇形に掘られている。濤の中には15mないし2mの

間隔をおいて小穴がみられる。 S B24は ,建物構造を復原しようとするとき,S D26を 周壁濤とする板床をもたない

犬走り造りの建物を考慮する必要があろう。これに南接する竪穴遺構 S K19の西側には,南北の柵 S A25が ある。

これらの建物・榔め柱火は,西区と同よう径約40cmであるが,柱根・礎板をとどめるものはない。また,柱穴の切 りあ

い関係はみられない。建物・柵とも完数尺を用いたとみられ,かつ柱間は等尺である (表 10)。

S K18～ 20は ,方形の竪穴遺構である (図版63の 2・ 3)。 S K18に 一ヵ所,S K20に 二ヵ所の刻ヽ穴がみられる。 SK

19を 含め,竪穴住居址の可能性をもつが断定しえない。S K19と その周囲から城ヶ崎タイプの能登式製塩土器 〔近藤

1962〕 数個体分が出土している。

東区の建物群は,完数尺を用いており,建物の重複 ,建て替えが見られない。西区の建物群 と同よう,企画性をも

って配置され,限 られた時期に同時存在していたと推定できる。なお,東区・西区出土土器に時期差はなく,両区の

建物群は同一時期の所産 といえる。また,西区の S Bll～ 15と 東区の S B21・ 23は ,いずれもN-12° ～15° 一Eの主

軸方位をもっており,一定の企画を有していたことを示す。

中 。近世の遺構

S K17は長径2.8mの楕円形の上拡で,TC L内から第■期の珠洲 〔吉岡1974〕 が出上しており,鎌倉時代後半に属す。

北流する大濤 S D27は ,東区の西半を占めている。底面から飛〕烏時代の上器とともに越中瀬戸が出上しており,近世

に至って形成されたものである。建物 S B23の西半は,こ の濤の氾濫によって浸蝕されている。

S E28は ,河原石を利用した石組みの井戸である (図版63の 1)。 井戸の底面に長楕円形の大型の石を方形に組み ,

その上に栗石を四ないし五段積みあげ,上面では円形となっている。時代は確定できないが,近世以降の所産と推定

される。

なお,西区の大濤 S D05は ,近世に至って再度利用されており,そ の時に打たれた矢板・杭列が検出された。

C 出土遺物

S K17出上の第H期の珠洲(橘鉢 ),S D05・ 27出上の越中瀬戸を除き,他は白鳳時代に属する。須恵器は,上述のと

おり飛′烏。藤原宮の上器編年のⅣ期に該当する。土師器のうち長甕は,8世紀以降に当地方では一般的な内外面にア

テ具・ タタキ痕 をもつ ものはない。他 に,円面硯・祗石 靖ヒ登式製塩土器がある。

註 1 橋本正氏の御教示による。
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とま

本書掲載の遺跡群が発掘調査されたのは,昭和54年度のことであった。この年度末に刊行された『富山県埋蔵文化

財調査一覧』 〔山本編1980〕 によると,こ の年,県内において発掘調査された遺跡は71遺跡あり,その発掘総面積は
,

105,905m2に およぶ。北陸自動車道路線敷 。同土取場にかかるものは,28遺跡 (全体の39%強 )で ,発掘面積は 70,601

m2であった。この面積は,全体の67.6%に あたる。うち,本書にかかわる上市町管内分は,36,000∬ で,全体の34%

をしめる。上市町における調査は,空前の規模 とテンポをもって実施された。そのことは,富山県埋蔵文化財センタ

ーに所属し,現場での稼動可能な文化財保護主事十名のうち,最盛時八名が投入されたことからもうかがえる。現場

での作業が本格化した六月下旬から調査終了時まで,稼動 日数が延 145日 間あった。そのうち,降雨後の排水 ,調査

員のみの作業で費やした日数が54日 間あり,こ の間に雇用した作業員は,延約 350人 であった。残 りの91日 間が土層

の排土と遺構掘に要した日数であり,こ の間に11,200人 あまりの作業員を動員している。一日あたり,平均 123人 と

いう数になる。発掘は,入力による手作業に加え,ブル ドーザー・ユンボ等の大型機械による表土・盛上の排土と,

ベル トコンベアーの大量使用によって押し進められた。機械類の使用がなければ,調査期間だけでも数倍する日数を

必要としたであろう。か くしてこの調査は,昭和54年 12月 28日 午後,劇的ともいえる終了日を迎えたのである。

発掘調査終了後,我々調査員の手元に残されたのは,膨大な量の図面と遺物であった。調査報告書が刊行されるま

で,決して調査事業が完了したことにはならない。年が明けて,た だちに遺物の整理作業が開始された。幾人かの調

査員は,上市町管内いがいの北陸自動車関連遺物や ,他に原因して発掘した遺物をも抱えての作業である。しかも,

年度内に残された期間は,わずか三ヵ月であり,翌年度四月早々には,新たな発掘現腸が待ち構えている。じじつ
,

二月末に新年度事業の準備が行なわれ,四月第一週には,大部分の文化財保護主事が現場へ散っていった。北陸自動

車道関連の遺物整理要員として,一名の職員を残し (主に木器整理担当),他の職員は降雨時を利用して整理作業を

継続した。しかし,こ れも現場作業の本格化とともに休止し,遅々として進まない状況にある。したがって,基礎的

な研究すら,手つかずに等しい。二部作として調査報告書が刊行されることになった事由も,そ こにあると理解され

たい。

以下,現時点で知 りえた,遺跡群の性格に関する概要を素述し,今後の整理・研究上の視′ミと,読者諸氏の理解に

供することにしたい。

今回の調査域に,最古の足跡を残した人々は,縄文時代後期後半に生きた人々であった。飯坂遺跡の南東隅最下層

に含まれた,わ ずかな土器がそのことを示す。しかし,遺構は残されていない。人々は,移動の途中,こ の地に短期

日とどまったのであろう。縄文人が通過するさいに残した遺物は,ほかにもある。飯坂遺跡からは,縄文時代晩期初

頭の八日市新保式と晩期末の眼目新丸山A式 (大洞A式 と並行)の上器片が,正印新遺跡からは,晩期後葉の下野式

(大洞c2式 と並行)土器が検出されている。両遺跡は近接しており,縄文時代後期後半以後,時おりではあろうが ,

決して止切れることなく,人の往来があったのである。中期までの縄文人が比較的高地に生活の舞台を持っていたこ

とを思うとき,後期後半以降,低地へ連続して降り立った人々の目的が気にかかる。当時,当地は,湿地に近い景観

を持っていたと想像でき,そ のことが,前章までに述べてきた,弥生時代以降の遺跡群成立に,も っとも決定的な要

件となったのである。

縄文時代は,狩猟・採取によって糧を得ていた時代 と考えられている。稲作を主とする農耕社会は,北九州で成立

し,弥生時代へ と歴史の駒が進む。その萌芽が,少なくとも九州の縄文時代晩期に認め られ,夜 臼式古段階の土器が
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作られたころ (弥生上器中,最古の板付式上器成立直前の縄文土器で,夜臼式の新段階は,板付 I式 と共存する)に

は,ほぼ完成された水稲耕作が開始されていたという。弥生時代前期の上器は,その発生地の母なる川,遠賀川にち

なみ,「遠賀川式上器」と呼ばれている。一種独特の器形と器種構成をもち,古 。中 。新の三段階ていどに時期区分

されている。古段階の遠賀川式土器は,畿内まで,中段階・新段階と新しくなるにしたがって,分布範囲を東へ拡げ ,

遺跡数を増していく。水稲耕作東漸のようすが,こ れによってよく跡づけされる。前期のうちに水稲耕作を開始もし

くはなんらかの接触をもった地帯は,太平洋側で神奈川県南西部 ,中部地方で長野県千曲川中流域である。日本海側

では,福井県九頭龍川流域が東限とされていたが,類品である壺・高杯が,富 山県高岡市石塚遺跡で検出されていた。

しかし,遠賀川式土器と確定されぬまま,年数を重ねていた。一方 ,石川県において遠賀川式上器が縄文時代晩期土

器と伴出し,さ らに,こ の報告書記載の正印新 。中小泉両遺跡から発見されたのであった。

弥生時代 とは,紀元前三世紀から,紀元三世紀にかけての期間をさし,そ の間は,ほぼ六百年 といわれている。前期

に二百年 ,あ るいはそれ未満をあてる考えがある。富山・石川両県の遠賀川式上器は,新段階に属するようであり,

かの地から,少なくとも百年を経て北陸の地へ招来したことになる。その時点で稲作が開始されたかどうかは不明で

あるが,そ の可能性は,残 されている。

当地で,確実に稲作が行われたのは,弥生時代中期後半のことである。正印新・中小泉遺腕 らゝ,ややまとまった上

器が出土しており,そ のことを証する。

耕地が拡大し,村 としての景観が整うのは ,弥生時代後期になってからである。耕地の一角に,三棟ていどを単位

とする集落があった正印新遺跡。水利施設をもつ中小泉遺跡。墓域 として占地された飯坂遺跡。環濠を巡らす住居を

中核に,計t‐44の建物を単位とする集落があった江上A遺跡。耕地の一角として水利施設を持ち ,二棟以上の建物が

あったと考えられる江上 B遺跡。いずれもJ相互に深いかかわりをもって営 まれていたことは ,う たがいない。特に ,

江上A遺跡からは,当時の生活を知る上で不可欠な,上器 。木製品・農作物が大量に検出された。しかも,こ こで石

製玉類が量産されていた証拠もつかまれた。また,隣接する江上 B遺跡の,中央部南寄 りに残された,濤を巡らす四

本主柱の建物は特異である。全体の構造は,江上A遺跡の環濠住居 と似るが,規模に格段の差を認める。両者が竪穴

住居 と共通した構造を有し,環濠・濤の内側が屋内であったと仮定すると,江上Aでは差しわたし1lm,江上 Bでは

同じく16.5mて ぃどの床を持つことになる。その面積は,江上Aが約95m2,江上B力粕 214m2で ,そ の比は 1:2.25と

なる。両住居が ,ほぼ同規模の板床建物(2間 × 1間 )を 近接してもつことと好対象をなす。ちなみに,国指定の史跡と

なった縄文時代中期前葉の大住居跡である,朝 日町不動堂遺跡第 2号住居跡(17m× 8mの長円形)の床面積は,120m2

である。江上 A・ B例 とも竪穴住居の見込みが強 く,後者は円形竪穴住居 としては,最大級に属することになろう。

弥生時代の遺物中いま一つ注目できるものに,東北地方の天王山式系統の土器がある。県下で資料が増加しつつあ

り,そ の編年位置を弥生時代中期に湖らせる根拠の一つを示した。しかも,本県では,畿内系櫛描文土器と併存する。

飛鳥・鎌倉時代に関する成果もめざましい。遺構・伴出遺物とも,北陸では数少ない一括資料である。公的な性格

を強くもつ建物群 (東江上―飛鳥,神田―鎌倉)と 集落的な性格をもつ江上B遺跡 (鎌倉から室町)があり,神田遺

跡は,北陸自動車道関連調査で発掘 した,立山町若宮B遺跡と,時代 。建物群の構造ともに共通する。しかも,珠洲

第I期甕の同一個休二個分力蔦 それぞれの遺跡から検出され,接合した。両遺跡が,何 らかのつながりを有していたこ

とは ,う たがいない。今後 ,そ れら建物群の性格を追求し,合わせて建物跡の復原作業が必要なのは,い うまでもな

い。また,広域な地割がなされていたかどうかの検討も必要であり,点存する遺跡間相互に,距離的約束ごとがある

かどうか,今後の精査がまたれる。
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表 1 神田遺跡建物・棚一覧表

遺 構 名
棟 棚

の方向
方 位

数

梁

間

×

柱
桁

ｍ
尺

模
梁×

規

桁

柱 間  m(尺 )

備 考
桁 行 梁 行

S B 001 南 北 N-7生 E 2 × 2 6 3×48
(21)(16)

30
(11)

24
(8)

S B 002 南  北 N-9と E 2 X l 韓⑭
24
(8)

24
(8)

S A051が西につ く

S B 003 東  西 N―■生 E ×
上

３
以

75以上×90
(25以上 )(30)

27 2.7 21
(9)(9)(7)

21
(7)

発掘区より西に伸びると思われる

S B 004 南 司ヒ N-10L E 3× 2

以上
72× 48以上
(24)(16以上 )

発掘区西に伸びると思われる。
S A052, 053が 北と東につく。

S B 005 南 北 N-4と E 2 × 2 48× 48
(16)(16)

S E081よ り新。

S B 006 東 西 N-4生 E 5 × 4 12 0〉(10 5
(40)(35)

2 1 24 27 27 2 1
(7)(8)(9)(9)(7)

27 27
(9)(9) 身ド晶:0亀 翼!;夢

り乳fぁ混
o07,010

SX■ 2よ り新。

S B 007 南  北 N-4生 E 3 × 2 84× 48
(28)(16)

30 27 27
(10)(9)(9)

明邸
新

０‐

り
，

卜

小

Ｂ

Ｄ

S B 008 南  北 N-4生 E 2 × 2 ８
ω

生
倣

韓
ω

30
(10)

24
(8)

１
明

５
，不

‐２

‐０

Ｓ Ｄ

Ｓ Ｂ０

００

新

Ｂ

り

Ｓ

よ
S Xl12

S B 009 東  西 N-3生 E 3 × 2 72× 54
(24) (18)

27
(9)

S D122よ り新, S B010不 明

S B 010 南 北 N-3生 E 4 × 4 12.0× 96
(40) (32)

3.0
(10)

S B011,012, SX■ 2,113よ り
新, S B013, SX■4不明

S B 011 南  北 N-7生 E 4 × 4 102× 99
(34)(33)

24 2.7 27 24
(8)(9)(9)(8)

24 2.7 27 21
(3)(9)(9)(7) S B012,013,S Xl13,■ 4よ り新

S B 012 東  西 N-4生 E 4× 3
96× 75
(32)(25)

27 27 2.1
(9)(9)(7)

24 24 27
(8)(8)(9)

S Xl13よ り旧
S B013,S Xl14不 明

S B 013 南  北 N-2と E 4  ×  4
111× 99
(37)(33)

０
の

よ
“測ｍ

Ю
の

３

Ｑ
S D123よ り十日
S B014,015, S Xl14不 明

S B 014 南  北 N-4生 E 2  ×  2
48× 48
(16)(16)

24
(3)

24
(8)

S B 東  西 N-4生 E 2  ×  2
54× 48
(18)(16)

24
(3)

S B014よ り新

S B 南 Jヒ N-6生 E 4× 4
10 8× 9 6
(36)(32)

27 27 30
(9)(9)(10)

21 27 27 2.1
(7)(9)(9)(7)

S B 南 Jヒ N-5と E 3× ユ 隊
０

儀
⑫

30
(10)

お
ω

S B 南 Jヒ N-2と E 4× 1
81× 24
(27)(8)

30
(10)

12
(4)

S K104よ り新

S B 南 耳ヒ N-2輩 E 5× 4
132× 99
(44) (33)

30 27 21
(10)(9)(7)

27 27 21
(9)(9)(7)

S B 020 南 ヨヒ N-3と E 4× 4
108× 98
(36)(32)

3.0 27 2.4
(10)(9)(8)

21 27 27 21
(7)(9)(9)(7)

S A 051 苗 ヨヒ N-9LE 2
48
(16)

S A 052 戻  西 N-80生 W 1以上 班如
発掘区西に伸びると思われる。

S A 058 南  北 N-12と E 3
63
(21)

S A 054 南 呵ヒ N-1生 E 6
153
(51)

24 27 27 27 27
(8)(9)(9)(9)(9) SX■ 2よ り新

S A 055 東  西 N-87七 w 6
14.7
(49)

27
(9)

24 2.1 27
(8) (7) (9)

S A 056 南  北 N-6生 E 3
69
(23)

21 2
(7)(7

27
(9)

S A 057 南 1ヒ N-6生 E 5
ユ3 2
(44)

2.7 27 27 27
(8)(9)(9)(9) S D121よ り新

S A 058 南 北 N-3生 E 3
72
(24)

S A 059 東  西 N-85生 w 5
12 3
(41)

27
(9)

S A 060 東  西 N-88生 w 4
10 5
(35)

７
９躙ω

S A 061 東  西 N-84生 w 2
48
(16)

21 27
(7)(9)

S A 062 南  北 N-88生 w 1
24
(8)

24
(8)

S A063に 直交

S A 063 東  西 N-3と E 1
48
(16)

48
16)

S K105よ り新

S A 064 南 北 N-0と E 3 取
⑬

S A 065 南 Hヒ N-3生 E 3
111
(37)

60 27 24
(20) (9) (8)

け羅窓静写名憂吾弩凝催占原教耳尭悟尋[背蚕攪な蒼詈響禁gぇl'紬
棚ま北よりの制値祢し

引
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表 2 正印新遺跡建物一覧表

遺構名
棟 柵
の方向

方  位
柱関数
桁×梁

押 溝 柱根の形状・有無
時  代 備 考

桁 × 梁 断面形 残存数 残存長

S B21 南  北 N-15と W 1× 2 42× 32(16× 16) 丸 柱 3本 70cn 弥   生 柱根は掘 り方より深 く沈む。

S B22 東  西 N-14生 E 1× 1 32× 30 丸 柱 4本 80cm 弥   生 柱根は掘 り方 より深 く沈む。

S B23 南 北 N-29生 E 2× 2
:→慧B遇嘲報攣:ち受:』 九 柱 4本 10´-30cm 中   世 S D011こ 切られる。

S B24 南 北 N-33生 w 1× 1 24× 20 丸 柱 2本 40・ 20cm 弥生中期 柱根は掘 り方より深 く沈む。

S B25 南 北 N-20と W 1× 1 30× 2_7 九 柱 2本 40。 20cm 弥生中期
S B 241ま より新
柱根は掘り方より深く沈む。

(註 )記載要領は,表 1に従っている。

表 3 正印新遺跡溝一覧表

濤 流  路 時代 出土遺物 備 考

D01 北 → 南 江 戸
越中瀬戸
ゲタ・弥生土器 最も新しい遺構

S D02 東 →  西 中世
土師質土器
密 首 果

S K34・ 32よ り新

S D03 弥 生
土師器
弥生土器

S D03よ りS D04カ 哺訴

S D04 〃 ?

S D05 ″ ? S D06よ り新

S D06

S D07 南 → 北 S D09よ り新

S D08 南 → 北

S D09 東 → 西 S D07・ 08よ り古

S D10 束 → 西 弥 生
S D07～ 09よ り古。 S D16
より古, S D18が 流れ込む

S Dll 南東 → 北
器
板

土

・

生
イ

弥
ク

5D18よ り調Tし く もり161こ

流れ込む。S K26よ り古。

SD 2
弥生時代のものか ?

幅50cmで隅円方形

SD 東 →  西 弥生土器 S K26よ り古

SD 4 束 → 西 弥生上器

SD 南 →北 ? 〃 ? 弥生土器 S D14よ り古

SD 南東→北西 弥生土器
S D18よ り新。 5 Dllと合流
S D20よ り古

SD 7 東 →西 ? 〃 ?

SD 南 → 北 弥生上器
古
？

り
か

よ
流

・６
谷

，
に

１‐

１０

Ｄ

Ｄ

SD 9 南東→北西

S D20 東 → 西 弥生土器 昆留|こでむ盈ご

'最

西にvrL

表 4 正印新遺跡穴他一覧表

穴など 平面形 規 模 m 壁高 出土遺物 時  代 備 考

S K26 隅円
方形

Ю
上

２
以

×
越中瀬戸
近世陶器 ,

漆器片
江  戸

S D01と 同一
時期

S K27 楕円形 17× 1.7

S K28 円  形 1 0 × 1 0

S K29 0 7 ×0.85 蝉船
『
木器，

中 世

S K30 楕円形 10× 1.4

S K31 隅円
長方形

18 × 08 弥生土器 弥生中期

S K32 円  形 1 0 × 1 0 弥生中期

S K33 10× 13

S K34 不定形 50× 約20 弥生土器 弥生中期

S E35 円  形 1 0 × 1 0 伊万里 江  戸

る

Ｋ
切
Ｓ
期

を

，時

‐２
０１
同

Ｄ

Ｄ

と

Ｓ

Ｓ

２６

S X36 楕円形 05 × 0.3 5
焼上のみが検
出された。

表 5 江上 A遺跡建物・棚一覧表

物
，

建
帥 棟 方 向 方  位

関
梁×

柱
桁

規  模 m 柱 根 の 形 状 cm
備 考

断 面 形 直径 (辺 ) 残存長

S B14 東 西 N-85生 w 1× 1 28× 255 九  柱 20-45 礎 板

S B15 東 西 N-85生 w 1× 1 2 45》(2 35 な   し

S B16 南 北 N-1生 E 2× 2 4 85〉く4 35 角柱・丸柱 40´ψ50 柱根にえぐり北西I島柱なし

S B17 東 西 N-82生 E 2× ユ 37× 31 角  柱 80´-90

S B18 南 北 N-5生 E 1× 1 34 ×28 九  柱 50-60 北西隅柱なし

S B19 南 北 N-11=E 1× 1 3 4 ×2 75 角  柱 35～ 50

S B20 南 北 N-22生 E 1× 2 36× 24 角  柱 60´ヤ80 北東隅柱なし

S A21 東 西 N-89生 W 1 丸  柱 西柱なし

S A22 束 西 N-83と W 2
4 85
22+265) 角  柱 西端柱のみ柱根 ,本片が 5～ 6片はいる。

S A23 東 西 N-84生 E 2
6 25
3 05-卜 3 2 な   し 棒状の木片はいる。

S A24 東 西 N-87生 E l 3 25 角  柱 12× 16

(註 )建物の長軸 (桁行)に対する角度で磁北との間を読む。以下同じ。

表 6 江上 A遺跡環 状濤一覧表

環状濤 平 面 形
澪 の 形 状 Cm 内 区 の 形 状

出 土 遺 物 備 考
幅 壁  高 底  面 規 模 (m) 長軸方位

S D03 馬 蹄 形 2～ 3m 30‐マ40 平  坦 10 7〉く12 N-85ヒ W 木器,玉類,祗石,ひ ょうたん, 白色粘土

S D04 8の字形 平  坦 42× 48 N-74上 W 木器,炭化米,磨石 S D02接続

S D05 五 角 形 30-50 10-40 83× 92 N-42と E 木 器

S D06 方   形 24× 25 N-85生 w

S D07 方 形 ? 1 5× 1 8 N-80生 w
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表 7 江上 A遺跡溝一覧表

濤 流 路
薄 の 形 状 cm

出 土 遺 物 備 考
幅 壁  高 底 面

S 南 → 北 300--400 平坦
木器,玉類,砥石,骨片
炭化米, ひょうたん

S D02 西 → 東 60--150 木器,玉類,祗石,骨 片 S D01へ合流

S D08 北 → 南 5 平lH S D02へ合流

S D09 北 ⇔ 南 5 平 坦

S D10 東 → 西 木器 S D01へ合流

SDH 西 → 東 50-100 S D02へ合流

S D12 東 → 西 10～ 30 S D01を 切る

S D13 北 → 南 8 平坦 木器

表 8 江上 A遺跡 その他遺構一覧表

その他の
遺  構 平面形

き

ｃｎ

大 壁高
出土遺物,備考

S K27 方  形 150× 180

S K28 楕円形 100》く150 20 木器

S K29 円  形 50〉〈50 木 器

S K30 円  形 50〉〈50 20 ヒスイまU片

S K31 円  形 40〉〈50 木器

S K32 楕円形 50× 80 丸柱(辺 10cm)

S K33 円  形 20〉〈20 7

S K34 楕円形 20〉〈40 角柱 (辺 9 cm)

S K35 円  形 40〉〈40

S K36 円  形 40× 40 角柱(辺 9 cm)

S K37 円  形 20〉〈20

S K38 円  形 40× 40

S K39 円  形 30〉く30 白色粘土

S K40 円  形 100〉(110

S K41 杭 (辺 木 器

S K42 角柱 (辺 10cm)

S K43 円  形 40〉〈40 角柱(辺 9 cm)

S K44 円  形 30〉く30

S K45 木器

S K46 杭

S K47 杭

表 9 江上 B遺跡建物・tJO一 覧表

遺 構 名
棟・柵
の方向

方 位
柱間数
桁×梁 ｍ

剰
模
梁×

規
桁

柱 間  m(尺 )

備 考
桁 行 梁 行

SB l■ 南 北 N-18生 E 1× 1
45× 44

処硼
４
側 弥生, S D 020が巡 る。

S B l12 東  西 N-5生 E 5× 2
108× 48
06)(16)

21
(7)

21
(7)

中世,北側,商側に塀がつくのか
建物は東へ延びる。梁行は推定

S B l13 東  西 N-4生 E 4× 2
81× 45
(27) (15)

21
(7)

中世,建物は東へ延びる。

S B l14 束 西 N-11生 E 3× 2
72× 48
(24)(16)

24
(8)

中世,総柱

S B l15 東西 ? N-9笙 E 2× 2
48× 48
(16)(16) 中世,総柱

S B l16 東  西 N-6LE 3× 2
75× 51
(25)(17)

24
(8)

24
(3)

中世,総柱

S B l17 南  北 N-7生 E 4× 2
11 7× 48
(39)(16)

24 31 31 31
(8)(103)(103)(103)

中世,総柱

S B l18 南北 ? N-5生 E 3× 3
75× 72
(25)(24)

27
(9)

中世,総柱,北側に S A131,南 側に
S A132が付 く廂,塀になるのか。

S B l19 南  北 N-2生 E 2× 2
57× 48
(19)(16)

3 27
(10)(9) 中世,総柱

S B 120 東  西 N-10生 E 5× 4
■ 7× 93
(39)(31)

24 24 24 21
(8) (8) (8) (7)

2 1 24 24
(7)(8)(8)

中世, 総柱, 東lRIに S A133,西 lF」 に
S A134が 付 く堀 廂になるのか。

S B 121 東 西 N-10生 E 4× 4
92× 8ユ

(307)(27)
23
(77)

21 21
(7)(7) 中世,総柱

S B 東西 ? N-9=E 4× 4
96× 93
(32)(31)

中世,総柱
S A135が付き,塀 1こ なるのか。

S B 123 南  北 N-2生 E 2× 2
45× 39
(15)(13)

27 18
(7)(6) 中世

S B 124 南  北 N-2生 E 3× 2
78× 45
(26)(15)

24
(8)

2 4  2 4  3 0
(8) (8) (10) 中世,総柱

S B 125 東  西 N-19生 E 2× 1
39× 36
(13)(12)

1 9 20
63)(67) 弥生 (?)

S B 126 南  北 N-10生 E 2× ユ
57× 24
(19)(8)

３

Ю
27
(9)

中世 (?)

S B 127 東  西 N-32と W 2× 1
6× 32

(20)(107)
31 29
107)(77)

32
107) 時代不明

S A 東  西 N-87生 w 3
78
(25)

27
(9)

24
(8)

S Bl181こ付 く

S A 132 南  北 N-6生 E 3
72
(24)

27
(9)

S A 南  北 N-10生 E 4
9

(30)

23 23 22 22
77)(77)(73)(73) S B120に 付 く

S A 134 東  西 N-80生 w 2
46
(16)

24
(8)

S B120に 付 く
東へ延びる

S A 135 南 北 N-9生 E 3

９

働

６

⑫
24
(8)

S B 1221こ 付 く
南へ延びるのか

(註 )記載要領は,表 1に従っている。
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表10 東江上遺跡建物・棚一覧表

建 物
柵
向

・
方

棟
の

方 位
数
梁

間
×

柱
桁

規  模
桁×梁(尺 )

柱 間  m(尺 )

備 考
桁 行 梁 行

東西 ? N-13t― E 2× 2
30 × 3.0
(10)(10)

1.5

(5)

15
(5) 尺

行
は

並
隔

と
間

・３
の

Ｂ

Ｂ

S B12 東  西 N-15生 E 3  ×  2
×５

↓

生
０

36
(12)

18
(6)

S Bll・ 13と 並行 , 総柱
S B13と の間隔 1ま 5尺

S B13 東西 ? N-13生 E 2  ×  2
36 × 36
(12) (12)

18カ
(6)

S Bll・ 12と 並行

S B14 南 1し N-47生 E 3× 2
72 × 48
(24)(16)

24
(8)

S A15 南 ヨヒ N-16生 E 2
10.8
(36)

57 5.1
(19)(17)

S A16 東  西 N-69と W 2
42
(14)

21
(7)

S B21 南 Jヒ N-13生 E 4 × 2
■
９

５

０

×

肥側
18
(6)

27
(9)

S B23と の間隔は36尺

S B22 東  西 N-22生 E 3 × 2 54 × 42
(18)(14)

18
(6)

21
(7)

S B23 南  北 N-12生 E 4× 2
84 × 5.17
(28)  (17)

21
(7)

27
(9)

西半はS D27に 浸蝕されている。

S B24 東西 ? N-22生 E 1× 1
39 × 36
(13)(12)

39
(13)

36
(12)

S D26が L字形に四む。

S A25 南 北 N-19=E 4
72
(24)

(註 )記載要領は,表 1に従っている。

表H 東江上遺跡溝一覧表

濤 流 路
形     状(cm)

出 土 遺 物 備 考
幅 深  さ 底

S D01 北東 → 南西 40´-70 土師器
S D051こ 合流。
直線状,全長35m

S D02 北東 → 南西 直線状,全長16m

S D03 北東 → 南西 30‐ヤ50 土師器
S D05に 合流。
直線状,全長■m

S D04 北西 → 南東 30‐-120 30‐-40 須恵器
S K101こ 合流か。
2本に分岐,合流

S D05 北 → 南 6m以上 120 平 lH 須恵器大甕一個体分,

土師器,越中瀬戸
近世の濤が重複

S D06 北 → 南
2本の柱穴を結ぶ。
直線,全長39m

S D07 北西←→南西
S B12が切っている。
直線,全長36m+α ?

S D26 北
西

↓
↓

南
東 30‐-40 L字状,濡内に柱穴 をも

つ。 S B24を 囲む。

S D27 南 17m 平  坦
器
戸

師
瀬

土
中，越

器

，

恵
器

須
土

製塩
江戸時代

表12 東江上遺跡竪穴遺構ほか一覧表

遺 構 平 面 形 規 模(m) 深さ(Cm 出 上 遺 物 備 考

S X08 楕 円 形 10 × 6 焼 土

S X09 楕 円 形 × 焼 土

S K10 不整三角形 ? 42 × 4.0 須恵器 未調査区につづ く

S K17 楕 円 形 × 珠洲(II期 )す り鉢 中世

S K18 長 方 形 × 須恵器
竪穴遺構
床にピット1

S K19 隅 円 方 形 × 須恵器 竪穴遺構

S K20 不整長方形 × 須志器,能登式製塩上器
竪穴遺構
床に達 1本.2本の柱穴を結ぶ

S E28 精 円 形 × 土師質土器片 1
河原石組み ,

折世 ?

―-26-一
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図版 2 神田遺跡遺構配置図 (S三 1/250)
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1.仄褐色粘質土

2.赤褐色粘質土

3.灰褐色粘質土

4.茶黒色砂質土

5.茶黒色粘質土

6 灰茶色砂質土

7.青黒色粘質土

8 青灰色粘質土

9.黄褐色砂質土

15。 10m

西

M

1

2

3

4

5
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7

8

暗灰白色砂質土

灰白色砂質土
.暗灰白色砂質土
.灰青色砂質土

灰青色粘質土

責色砂質土

.灰青色砂質土

.黄色砂利

東

1 灰掲色砂質土

2      //

3.黒掲色砂質土

4.灰褐色粘質土

5      //

6 灰白色砂質土

7 青灰色粘質土

8 黄白色砂質土

図版 6 神田遺跡遺構平面図 (S=1/40)
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図版 9 正印新遺跡遺構平面図 (S三 1/100)
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①黒色砂質土
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Ｍ
一

SD05 ①褐色砂質土
② ″砂礫層
C灰色砂質土
④ クホ占質土

②

ＳＤ

Ｄ
一
④

①砂礫層

②ホ占質上まじりの砂層

③①と同色の砂質土
8居扶層岳響?尾普土層が堆積する日3と台雹源あ督竺

質土
る④③と同色の砂質土

Q_.竺 _″ヨ■Ooよ りやや甲々い粘質土 ◎暗灰色粘質土
④暗褐色粘質土〇

′bよ りやや明るい  Oδ と同色あ粘質土

SDll ①青灰色粘質土
②掲白色砂質土
③黒灰色粘質土
④褐色砂質土
⑤灰白色砂質土

SD05・ 06①
る要写幣尋義るい仄褐色砂質土

③黒褐色粘質土
④灰白色粘質土

E′        」

⑩ ⑫ ⑬
~    ~

M

⑥掲色砂質土
⑥仄褐色砂質土
⑦ ″ でやや砂粒が大きい
③灰白色粘質土

」
′

①炭化物層

②青色粘質土

SD08
①黒色砂質土

で
一

Ｋ
一

Ｍ
一

Ｎ
一

SD09
①灰色砂層

SD12
①黒色砂質土
②掲色砂質土

睾

SD10
①暗黒褐色粘質土
②青灰色砂層
⑥①まじりの吉色砂層
④暗褐色粘質土
⑤  ″
⑥青色砂質土
⑦暗掘色粘土層

図版 10 正印新遺跡 遺構平面図・土層断面図 (S三 1/40)S E35,S K29(S三 1/20)





＄

ゝ

＝

＝

＝

＝

杵

芯

憔サ泄

茶
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図版 14 中小泉遺跡遺構時代別分布図 (S三 1/500)
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④  ク  (①より明るしN)

2.SD37 ①黒褐色粘質土
③暗白灰色粘質土
⑤白灰色粘質土

②暗灰色粘質土
④黒灰色粘質土

3.SD01 ①黄色粘質土
⑤  ″

②黒色砂・粘質土
⑥黒灰色砂・粘質土

③黒色粘質土  ④黒灰色粘質土
⑦黒灰色粘質土
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暗
掲
茶

⑤
⑩
⑮

4.SD33

5,SD39,36
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図版 15 中小泉遺跡溝土層断面図 (S三 1/40)1,SD36
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図版 19 江上 A遺跡建物柱穴断面図 (平面図1/100断面図1/40)1.sB14 2.SB18 3.SB16



14.90m
A

ゝ
よ

，

Ａ

一

C

平面 0

断面 0

話

ｍ‐４．９・Ｃ

4.SA24

マ
ー
ー
（留
説
色

3.SB19
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図版24 江上 A遺跡溝土層断面図 (1/40)
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図版27 江上 B遺跡遺構平面図 (S=1/100)

SD066

卜
白
Ｆ
Ｒ
ヒ
Ｐ
ｒ
、



④

④

SD008 ③

⑬

○

①◎③

ＳＫ０９４⑬

SBl12

O④

鑑

SD014

SD014

÷ X建

①

け　
ｍ

日

ｏ
ｏ

．
』
引

⑮
肺

K哲8⑬

八.

lrrl

キ

0                                 5                                 10M

SBl13

図版28 江上 B遺跡遺構平面図 (S三 1/100)
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図版29 江上 B遺跡遺構平面図 (S=1/100)



1.SBl12の柱根  2.SB121の柱恨  3.SBl17の樹 艮
4.SBl16の柱根  5.SB125の 柱根  6.SK038
7.SD033 8,SK084 9,SK007(1～ 5。 1/20 6～ 9.ユ/60)

図版30 江上 B遺跡遺構平面図・桂根断面図
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図版 31 江上 B遺跡遺構 平面 図 1.SK095 2.SK094 3.SK088 4.SK106(北 宋銭を入れた甕を埋置 )

5。 木粋施設付近  (4.1/10 その他1/40)
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図版32 江上 B遺跡時代別遺構分布図 (S i1/600)
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